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呂3回田口容口Dロ

NEW LXR-08 SERIES 

取扱説明

A 
この製品を安全に、またiEしくお使いいただくために

必ずこの 取扱説明書 をお，btみください。

・ 11リ i主えた使い Jiをすると 'J~放を引き起こすおそれがあります。・ぉB沈みになった後は、必ず製品の近くに保管してくださし、。

松 山株式会社



ニプロ製品をお買 い上 ~fいただきまして

誠にありがとうございます。

( はじめに

-この11.(般説明 11Fはロ タリーのII.(i&)iWと{土川!の

iL・1・J';Jiiについて記械してあります。ごf止11Iljijには

必ず、この11.(4'&説明Jiをよく"光み卜分fJlt向車されてか

ら、，1し〈お11.(1&l寸、ただき、 M:f.!の状態でご1士IIJ

〈九eさt、。

.お読みになった後は、必ず製山山の近くにi早計し、'，;;1;

に沈めるようにして(t~<さい 。

.製品を他人にtfLたり、設り泌される場介は、ニの

II.(t比況iリi川を事1品にi品十lしておI1主しく Tごさ t、。

.このIld&J見IIJU::を紛失、 または打l1sLたI晶子半は、す

みやかに弊れまたはおn ぃ Ufl、ただきまLt~版必

I.I{ ‘ J~~WJへごiI文してく t~' さい 。

・品質、世 fit，:" I あるいは'ム全|、使川部品の虫:~を

おニなうことがあります。 そのような場合には、本

11?の|人l布、および写U.'イラストな Eのー仰が、本

製/ul• t.一致しない場介がありますので‘ご fノ作(t~' 

さい。

.ごイ、IIJIなこ tやお主¥Hきのニとがごさいました h、

おnl、I-.lfl、ただきましたl以;;CI町、ぬ|品へこ.tll ，;主〈

t~< さレ 。

.&，色F向印附11川山lパf

.がlド午日r吋似{“lてす。必ず':， っ てf1:~長を L てくた'色 L 、 。

A危険

&，警告

&，注意

その警告文に従わなかった場合、死

亡または重傷を負うことになるもの

を示します。

その警告文に従わなかった場合、死

亡または重傷を負う危険性があるも

のを示します。

その警告文に従わなかった場合、ケ

ガを負うおそれのあるものを示しま

す。

.こ の取扱J見lI)j.1:には'b，:中?に作業をしてレただ くため

に、安全 |のポイン ト「安全にfLlr!をするために1

~に載してあります。 ニイ士川 liíj に必ず ;h'じんでく fごさ

t、。
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「 安全に作業をするために I 
ニこに "c~iI( L ている ìl:.i'J: 'I~I(i を ':1 らないと、化亡・ 1括'， I r. '1'放や.機械のf政打iの h;!1入l になります。 よく1I~'íんで'tど全 fj'~

をして(t~' さ t 、 。

一般的な注意事項

la嘗告 こんなときは運転しない

| 過'')i'・州公 ・薬物の彬特 ・その他のJ11'.J11により作業にmqlできないと き・1J"1を飲んfごとき

・妊娠しているとき・18必ぷ渦の人

A警告作業に適した服装をする

はちまき ・i"，jJ:き ・腰タオルはf:1・I1です。

ヘルメット ・すべ 1)iIめのつレ t~革仕を .{i川し、だぶっさ のな い 111，裂をして( t~. r:. l、。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

~嘗告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する

JIJ(搬}jij;をよく説明し、{史川ljiiに rJIJ( t&説明，I::Jを必ず t沈むように指導してく t~. さい 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破績をまねくおそれがあります。

~警告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

L竺了に rJ山内J刊し …よ…う判代吋lに晴判叫:ポ判机折糊叫導恥山Uし口山て引…〈ωωだmさ

と]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

一- ~ 

寸

A警告 トラクターに作業機を装着するときは必ずトラクターの取扱説明書を読む

トラクターに作業機を公おする 11'1に、必ずトラクターのJIJ(j品i話1."11川をtdよみ、よくJ11!.解してカ，'J fj'~機の装 .{j'

をして(t~. さい。

し 竺らないと]傷害事故や機械の臓をまねくおそれがあります。

ど色醤告重量バランスの調整をする

トラクターに1[(ャ作~機やアタッチメントを装.{iするときは、 トラクターメーカー純正のバランスウェイ

トをf.J1/、パランス，'，1村正を Lてく Tごさい。

[守らないと]傷害事散や機織の破損をまねくおそれがあります。
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A注意公道の走行は作業機装着禁止

トラクターに (I'1::機を主主抗 して公道をノtliしないで〈ださ仁、

必ず、 (1'1::機をJ[{外して&iiして〈ださい。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

A注意機械の改造禁止

改造をしなャでく t:''::0 l、。f+:，i.dの対象にはなりません。

純 11部lv，や桁半以外の部品をJ[{f，Jけないで〈ださレ。

[守らないと]事故・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

血注意点検・整備をする

機械を使う Ijij1: 後には必ず，'，I，q~ . 幣fJliJをして (1:'~l' 。

[守らないと]事故・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

血注意点検整備中はエンジンを停止する

，1 ，' ，1:1貴 ・キ:~1Jm ・ 1基f1j'、またはもå陥1をするときは、必ずエンジンを f';:.11してく fごさ L、。

[守らないと]事故・ケガ ・機械の故障をまね くおそれがあります。

LI¥警告点検整備は平らで安定した場所でおこなう

父J出の可líJ.泣にな b ず安全で、機械が倒れたり、~}}l、たりしない '1' 勺で'ムユ:した場所で、，1，'λ検終 IJm{r' Lてく 1:'

~ l、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意 力パ一類は必す取付ける

まLrtのときや、 山':t主・幣IlIiJでJ[{外したカノ、一首U.i、必ず以f・lけてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意 目的に合った工具を正しく使用する

，1.'，人総幣(出lに必裂な UBri l卓、i!& II な~~:: J-11!.をし、 11(I(jに介ったものを 11:.L ( ('.I.!JlJ Lて<t::t>l'o

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。



3 

作業時の注意事項

A嘗告作業機の着脱は平らな場所でおこなう

作業機の.fj'Hli.は、白l'らで|伺い場所でおニなってく t~'~ l、。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

Lh注意 カブラのハンドル!こは絶対に手をふれない

作業機の装?'i. J以外しの tき以外は、絶対にカプラのハンドルには予を」、れないで〈ださい。

[守らないと]作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

7区 民 "玩ミ作品まわりに人を近づけない

トラクターのまわりや(1;業機とのUIJに人を入れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A警告作業機の下にもぐったり、足を入れない

作業機のドに{， (，ったり、 i止を人れないで(t~. ~ l、。

[守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

A嘗告機憾に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

|而l転古11分に 1\'(やワラがQ:き{れ、 t~ 1:きは、必ずエンジンを昨 11 : させ、 ZE き十I'~ を外 L てく fごさい。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

ih注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

作業機の調幣をする tきは、f1;1:織を下げ、トラクターの射'Ii.プレーキをかけ.PTO変述レバーをr'i'也」
のも，'r.;;'(にし、エンジンを{午11:L てからおこな っ てく t~' さ L 、

【守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

Lh奮告 ロータリー耕では、ダツシングlこ注意

|司いI!場や、 れの.tl、tころでは、ロータリーをゆっ〈り降ろして〈だき仁、 1"1転する爪の勢いてトラク

ターを押し、 7提出すwツシング)ニ tがあります。

【守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

Lh醤告傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での日i車・辺、肱|旦lは、 Wj'11のおそれがあり大変危険です。

トラクター速度を必 tし、大き(1"1って〈ださい。

【守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

一一¥

1 
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A警告作業機の落下防止をする

作業機の必卜を防止するため、 illilf:ストップパルプを〉に全に「閉めjてロック L、さらに作業機のドへ14?を

人れてく t~. さ t 、 。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

~嘗告 アユミ板は、強度・長さ ・幅の十分あるものを使用する

ft't込み、似降ろ Lをするときは、‘1"<?で交 j曲の羽íll単にならなャ場所でトラックのエンジンを・ 11 めます。 ~JJか

ないようにサイドフ'レーキをか It、'1<11:めをしてくた'さい。f!l!川するアユミ fl.d;t，H止・j毛色 ・恥i古川づ〉あり、

すべり 11めのHl、ているむのを選んでください。

J~ さのめやすはイJjh ，おさ の 3 似てす。

【守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまね くおそれがあります。

A警告子供を機械に近づけない

{-fJtには卜分L1:.O'、L、近づけないでく t~. さ t 、 。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意 ロータリー単体の転倒防止をする

ゲージ姶11めピン、.ift'iバイプローターピンをI;f!'A:のいJ町で11め、転倒防 11をして(tごさ t、。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意格納時はカブラを外す

f持納するときは、必ずカプラを作業機から外し、 J也 Iflj に ;~I: きます。

カプラのハンドル傑作をl:rJillえると必|、します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

、



; 械的信用目的について ] 

.このロータリーは、 IJ<IHや如lの耕うん、砕 1'.、務J也

(1'J'iに使川し、使11111的以外の作業には、決して使

わないでくた・さ L、。使flllI的以外の作業で欣附した

場介は、 f~;ril の対象にはなりません。

・このロータリーは決められた適応めJJで設計してい

ます。 適応トラクタ -.!'&JJ の範凶内で使 II I L てく t~'

さ t 、 。 純 I/~ を必えての使川は故附の Ii，(閃となり、 f~

，Iilの対象にはなりません。

.このロータリーは「標準 3，1，I，~リンク J ~怖で，Zt，i十し

ています.1血の線総「特殊 3l~ リンク」などでは袋

行ができません。

・ニ のロータリ ーの改造は決してお こなわないで(f~'

<:I l 、 。 f~ ，ìil の対象にはなりません。

[ 保証書について

r f~;~i1: .1:: J はお有:織がf~ ;ìil 修引を受けられるときに必要

となるものです.

お読みになったf創立大切に保1Sーしてください。
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機械の調子が恋レときは、ニの取扱説明 Ji を参m~ L.'.'，~ 

験して(t~. さ t 、 。

点検 ・ 終備してもイ、!~.介がある場介は、おnl、上lfl、

ただいた版ッ'i;I;I~. J;~ t品、または弊-11までごill給(f.ごち

t、。

なお、書f)，'n!，のご注文はl以必J.'i ・ k~ 協に純 Ii二部品ぷ(ノマー

ツリスト)が備えてありますのでご相談(f.ごさい。

.ごj土tれ、ただき t~ l 、内科

. ~~式名と製造 R53;

・ごf史JlI状況

-ホruですか? 知lですか?

. Iよ場の条1'1は? イiが多いですか? 強枯 1:で

すか?

トラクターのjjIJ.止は 9

'PTOの1"1転数はヲ

・どのくらい使111されましたか?

-約口口アーノレまたは 口口1I;'i'l1I1

・ィ、.u令が発生したときの状況をなるべ〈、 くわし

〈教えてください。

[ 補修部局と供給年限について ] 

elili修部品は、純正部品をおnl、求め〈ださい。

"I J似暫1似品をお使いになりますし機械の不調や刊

fiE に {i~特する .tJ，!j介があります。

・この製IIJ，のhfif'草川古1)/11"の供給"nu(!りJII¥J)は、製造11

ち切り後 9"ドです。 ただし供給jnl~1λlであってむ、

15妹部品についτは納JUIなどご.fJ1，;主させていただく

場合があり tす。

・ fJl~~~年以経過後であって b、相i，lJ，供給のご製品が

あった場介には、納JUI、およびfI町怖についてご相談

させていた t~' きます。
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「 嘗告ラベルの種類と位置 ] 
-fF;片ラベノレは似|の イ川 町 に 111;ってあります。 よ〈お読みになって'ム'全に作業してく t:''e> ¥、。

.符fO1 ラベルは、~IJれや |を泌と L7itに 比 えるように Lておいてく t:'さい。

. 紛失、 ま た は 似 t Hされた場介には、お11'、1'.1r，、ただいたl以';'L:'.町 、 ま た は 民 協 へ f";ie別式.およびコードナンパー

でご 11 文のほどお昨~( ¥吐、た Lます。

，. ネームプレート

。
C10 8750・337000

W14 8750・348000 ネームプレート

A注意F 

日骨骨
.作車中や院四時"近

づh‘4よいでく疋さい.
-ヶガをするおそれが
あります.

A警告A注意 A警告
-トラクターとの

4当九v52h、ea .脱時はゲージ

植止めピンまた

は、 スタンドキ

ヤリヤを備軍マ

ク過リに古わ
.作揖織を薗脱するとき -エンジン正たはPTO

せてください。
はトラクターと作穏健 軸が固駈中は、 手やE
の聞に立たないでくだ を作策憾の申や下へ入

.作縁側が後方へ 古い. れ怠いでください.
低倒するおそれ -はさまれてケガをする -ケガをするおそれが
があります. おそれがあります. あリます.

D7 8750-344000 

W36 8750-391000 W1 8750-316000 

A警告 A 注 意 A警告

調。 ー崎
置用問ij(;:取曲鋭閉ーをよく臨んで
宜主で正しい作鎌をしてください。

始艶・エンジン始動向や作車園周樺揖作レパーを揖作すると曹"‘必す周圃に
人がいないことを檀留してくだ芭い.

-作様相慢の修理 点候 運転・直圃時‘憤過聞や作車檀を土下値圃に揖停すると曹同まわリや樋方を

酒婦を行なうときは、 よく暗闘してくだ苫レー

油圧陣下防止周回スト
.作寓慣の上に人を履せ，.いでください。

整備 ・作嵐慢の樟理・点慢・酒掴をfiUうとき"トラクターを平担U咽聞に砂ブ制し
ツブパルプ在、ロック 駐車ブレーキをかけて‘エンジンを停止し‘ 油圧降下院止用のストッ
(問)方向に掛込んで パル7をロック{闇1方向に畠砧九で<r.:c!い.

ください.
.作厩慣を・腕すると君"トラクターと作寓慢の閣に立たUいでくfこさい.
.闇寓点慣崎、シヨイントにギ必アず巧クリスをi主入して〈たさい.茜掴の~イル量

.作歳徳が陣下して を点惜し‘少'.い唱合協 イル毛細笛レてくどさい.
ケガをするおそれが ..邸ボルト必、ナず所ッ定ト婦のの也点情を何事い‘'"賓があれば喧し掴めしてくださいe

あります. -力パ一周回 置に割薗してく疋さい.

'勺tふ令、A
-エンジンまたはPTO

軸が回転中i率、手や足

を作援徳田中や下へ入

れ怠いでください.

-ケガをするおそれが

あリます.
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主要請元 l 
咋l 式 1<<: ウ〉

LXR-1908 LXR-2008 LXR 2208 LXR 2408 1 LXR2608 

4L 13L 1 OL 14L 13L 1 OL 14L 13L 1 OL 14L ' 3L IOLl.iU3Ll.Q..L 
駆 ~IJ JJ 式 サイドドライブ

機41143z ; 

~ 長(mm) 1330 
全 $，¥i(mm) 2105 2205 2405 2605 

石五全 ，::; (mm) 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 
質 五Ukg) 565 1 565 1 530 57515751540 60516051570 630 1 630 1 595 650 I 650 1 605 
適応トラクター(ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 

11 (kW) 36.8-51.5 36.8-55.2 40.5-62.5 47.8-69.9 51.5-69.9 
3主将扶 i丘 の 崎町i 11 J;t r.~準オートヒッチ Cal2 ELカプラ * (1七~t!:J)

作 l'i 車井 恥i(mm) 1900 2000 2200 2400 2600 

f! 司L M i::iHcm) 12-15 
~司，1， 11' l'i速度(km/h) 2.0-3.0 

^ JJ fllll"l転 敬(rpm) 540 
変速のイi無 Uti車Jiiよ イiり、ギヤ*Ilf干ぇ Jj;去

様司M67(27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 

I井うんMiI"l転数(rpドji11i1l)i|' オプション153(28: 19) 182 (26:21) 216 (24:23) 235 (23:24) 279 (21 :26) 332 (19:28) 

~ ~If うん爪取り Hl t フランジタイプ

A別 L2MA26GL2MlA肌 L22-1-'胤L2叫 A26GL26本
~ f\' 爪 の 純町! と 本政 A26GR 20-1メ A26GR20-1>、 A26GR22-1メ A26GR24本 A26GR26本

標本 JKの 外 1干(cm) 54 
4井 i架，J司 釘I 機附 Ijijゲージ拾

(1: l'i能中{分/IOa) 14.0-21.0 1 13.3-20.0 12.1-18.2 11.1-16.7 10.2-15.3 

w・I 式 r><: 分
LXR 190811-1 1 LXR 200811-1 ， LXR 2208i¥1 1 LXI~ 2408i¥1 1 LXR 2608i¥1 1 LXR-2808i¥1 

iI.:l3 L 1Jl Lι L3LOL4L 13LOL4L|7 3L lOLとL1 3L 1 OL 1 4L 1 3L 1 OL 
自E MJ ん ;:c サイドドライ

4，Il唖4、J 

全 i主(mm) 1330 

ノ全戸
~{， (mm) 2105 2205 2405 2605 2805 3005 
，:':; (mm) 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 

1t ht(kg) 57515751540 585 1 585 1 550 61516151580 6401640 1605 660 1660 1 625 685 I 685 I 640 
適応トラ ク ター(ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 70-95 

1/ (kW) 36.8-51.5 36.8-55.2 40.5-62.5 47.8-69.9 51.5-69.9 51.5-69.9 
3占 .{í-お;~( の 符[釘l II I:~.J.:標準オートヒッチ Cat2 ELカプラ *W¥在、])
作 J臣 I井 官'，i(mm) 1900 2000 2200 2400 2600 2ROO 
際 f¥'! #十 深 (cm) 12-15 
棋f¥1!nミl'ii主J主(km/h) 2.0-3.0 
入 JJ紬 1"1転 数(rpm) 540 
変迷のイi無 t変述Jiil， イlり、キ'ヤ剥lt十え Jji1、

線航167(27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 
緋うん紬l"lti数(rpm)

オプション153(28:19) 182 (26:21) 216 (24:23) 235 (23:24) 279 (21 :26) 332 (19:28) 

緋うん爪取り付HJiW フランジタイプ

原f\~爪の純 ni と本数
M5G L27本 M5G L27本 M5G L30本 M5G L33本 M5G L36本 M5G L39本
M5G R27本 M5G R27本 M5G R30-+: M5G R33本 M5G 1~36-+: M5G R39本

糠準爪の外径(cm) 54 
緋深調節機栴 II'Jゲージ輪

作業能率(分/10a) 14.0-21.0 13.3-20.0 1 12.1-18.2 1 11.1-16.7 10.2-15.3 9.5-14.3 

ホ注，lJ;J LXR-1908-4L'3LはCatl.2 ELJiプラ -本1T打Jιは改良のため ffe7な〈虫!日:する よとがあります。
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司'1 式 1;0( 分
LXR-1908 LXR 2008 1 LX R 2208 LX R-2408 1 LX R-2608 

3LB 3LB 3LB 3LB 3LB 
駅 到J }j 式 サイドドライブ

4t1J唖4三ζ 

全 II (mm) 1330 

全 制(町田) 2105 2205 2405 2605 2805 
ノb 刈(mm) 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 1350 11130 

'it 1 1 1~ (kg) 565 575 605 630 650 
適応トラ ク タ ー (ps) 50-70 65-95 70-95 

11 (kW) 36，8-51.5 36，8-55，2 1 40，5-62，5 47，8-69，9 51.5-69，9 

3主 将装 ii'iの争if¥町i ワンタァチカプラ Cat2ELカプラ * UL>::i:[) 
(1， xi 緋 幅(mm) 1900 2000 2200 2400 2600 
貯、 司H 緋 深 (cm) 12-15 

際iW11業 法lぶ(km/h) 2，0-3，0 
人 JJ軸川転数(rpm) 540 
主:述のイI無と変辿hil、 イI1) ，ギヤ机f干ぇ }j法

t::!j¥，1 167 (27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 
I井うん軸|日1*";数(rpm)

オプンヨン153(28: 19) 182 (26:21) 216 (24:23) 235 (23:24) 279 (21 :26) 332 (19:28) 

緋うん爪J!>tり Hけ }jf1; フランジタイプ

A26GL 20-1メ A26GL 20 本本 || A 26G L 22 本 A26GL 24，.j>: 1 A26GL 26本
t摂取爪の縄町i1:本数 1 A26GR 20-1>、 A26GR20，.j>: 1 A26GR 22本 A26GR 24本 A26GR26-1< 
撚小爪の外 11¥(cm) 1 54 
4井深調節機械 ( ，jijゲージ給

(1; xi t世帯(分/10a) 1 14，0-21.0 13，3-20，0 1 12，1-18，2 11.1-16，7 10.2-15.3 

型 式 I吐 う〉
LXR 19081'11 1 LXR-20081¥1 I LXR '2208~1 I LXR-24081¥1 I LXR2608~1 1 LXR2808M 

式
トー 3LB 3LB 3LB 3LB i 3LB 3Ll:l 

四H ~J} }j サイドドライブ

4?1L 地4長
イ仕 長(mm) 1330 

全 恥，i{mm) 2105 2205 2105 2605 2805 3005 
全 ，:':; (mm) 1350 11130 1350 11 130 1350 11130 1350 11 130 1350 11130 1350 11130 

質 J;l:(kg) 575 585 615 640 660 685 
』車};C;トラクタ ー(ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 70-95 

11 (kW) 36.8-51，5 36，8-55，2 40，5-62，5 I 47.8-69，9 51.5-69.9 51.5-69，9 
主主将装;町の組担Ii ワンタッチカプラ Cat2ELカプラ ネ(il芯[)

(1j ;業 4井 ~[， (mm) 1900 2000 2200 2400 2600 2800 

~ i\~ I井 i::ti (叩) 12-15 
線増作業速度(km/h) 2.0-3，0 
入 JJ軸阿転数(rpm) 540 
変速の有無t変速Jii.去 干Iり、ギヤ車ILf干え}Ji去

際司1¥167(27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 
緋うん制l阿転数(rpm)

オプション153(28:19) 182 (26:2 [) 216 (24 :23) 235 (23:24) 279 (21:26) 332 (j 9:28) 

緋うん爪取り fれf万法 フランジタイプ

棟準爪の毛E頬と本童文
1¥15G L27本 1¥15G L27本 1¥15G L30本 1¥15G L33本 :.15G L36本 1¥15G L39本
ν15G R27本 ル15GR27本 ル15GR30本 1¥15G R33，.j>: 1¥15G R36本 1¥15G R39本

標権爪の外筏(開) 54 
緋 i菜調節機構 ，jijゲージ輪

作業能率(分/10a) 14，0-21.0 1 13.3-20.0 1 12.1-18，2 1 11.1-16.7 1 10.2-15，3 1 9，5-14，3 

* i.上司~ I LXR - 1908- 4 L' 3L1~Call .2 ELカプラ -本anJi:は改良のため Itf'?な〈変更す るニとがあ ります.
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T! 式 1>( 分
LXR-1908 LXR-2008 LXR-2208 LXR-2408 LXR-2608 

2L一」 2L 2L 2L 2L 

自バ illJJ み 式 サイドドライブ

機1fl44 ζ 

全 l~ (mm) 1330 

1-: 耐'.;{mm) 2105 2205 2405 2605 2805 

1-: ，:':j (mm) ¥119 

n i，Ukg) 570 580 610 635 645 

適応トラクター (ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 
11 (kW) 36.8-51.5 36.8-55.2 40.5-62.5 47.8-69.9 51.5-69.9 

2主将装 iliの 純 lii 2Pヒフチ Cal2

(j三 来ー 緋 官，l(mm) 1900 2000 2200 2400 2600 

標 I井 i来(cm) 12-15 

f.:! 111' (j， J'i速度(km/h) 2.0-3.0 

人 htJh1"1転数(rpl11) 540 

交iliのイi無と変辿Jif.よ イ[り、ギヤRHf干ぇ Jiil、

般市167(27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 

緋うん相111"1転数(rpl11)
オプション153(28: 19) 182 (26:21) 216 (24:23) 235 (23:24) 279 (21 :26) 332 (] 9:28) 

緋うん爪取り付け JiW フランジタイプ

照準爪の争Uliと本数
A26GL 20~λA26GL 20"j>: I A26GL 22本 A26GL24-'1>三 A26GL26本

A26GR 20~三 A26G R 204メ A26GR22本 A26GR24~メ A26GR 26~ζ 
~ }(f~ 爪の外向 (cm) 54 

緋 i軍調節機情 liijゲージ輪

作業能率(分/lOa) 14.0-21.0 13.3-20.0 12.1-18.2 I 11.1-16.7 I 10.2-15.3 

昨! 式 1><: う〉 叩斗LXR20叫主R22081¥1I LXR24081¥1山PPR28081¥1
2L 2L ~L 2L 2L 2L 

自4 !JW Ji J¥ サイドドライブ

機i.よ'" 

1-: jて(mm) 1330 

全 血1'.;{mm} 2105 2205 2405 2605 2805 3005 

全
仙 ((kmmg)ト! 1390 

n '-tt a 580 590 620 645 655 680 

適応 ト ラ ク タ ー (ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 70-95 
11 (k¥V) 36.8-51.5 36.8-55.2 40.5-62.5 47.8-69.9 51.5-69.9 51.5-69.9 

設 .{f装 inのやfifli 2P ヒッチ Cal~

(1， J'i j.-}t "'，i{mm) 1900 2000 2200 2400 2600 2800 

』事 司(~ 緋 i?;i(cm) 12 15 

』景準作業述l主(km/h) 2.0-3.0 

人 JJtlh何転 数(rpl11) 540 

~迷の布無 t 変i車 lîi法 イiり.ギヤ剥lf干ぇ MJi

f.:!準167(27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 

幼うん和11"I.i数(rpl11)
オプyョン 153(28:19) 182 (26:2 1) 2 I 6 (24:23) 235 (23:24) 279 (21 :26) 332 (19:28) 

料うん爪取り 1・tけMJi フランジタイプ

4票権爪の種 ni!:本数
1V15G L2H三 ν15G L27本 1V15G L304< l¥15G L33"j>: l¥15G L36本 l¥15G L39-'1>、

l¥15G R27本 !VI5G R274< :Y15G R30本 ~15G R33本 ル15GR36本 !VI5G R39本
原市爪の外筏(cm) 54 

桃 i軍調節分機/IOa構) 
liijゲージ輪

作業 f也事( 14.0-21.0 13.3-20.0 I 12.1-18.2 11.1-16.7 10.2-15.3 9.5-14.3 

- 本.H'i Jじは &1~のため f' ~りな〈変史するニとがあります。
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JPF:lュl 式 llZ 分
LXR-1908 LXR-2008 LXR-2208 LX R-2408 I LX R-2608 

IL IL lL lL lL 

時E illJJ }j 式 サイドドライブ

機i.φL z 

全 1~ (mm) 1330 
4ト 脚.¥(mm) 2105 2205 2405 2605 2805 
/t. .uj (mm) 1115 

~t :;Ukg) 540 550 580 605 615 
.iIii応トラクター (ps) 50-70 50-75 55-85 65-95 70-95 

11 (kW) 36.8-51.5 36.8-55.2 40.5-62.5 47.8-69.9 51.5-69.9 

~~ ，?}装 i町の純 lii 撚，¥色 3，1，'，，~リンク 11]装

0' 1佐 よ井 品川(mm) 1900 2000 2200 2400 2600 
』軍司f¥ Uf 深(Cm) 12-15 

燃本 0'業i:lil.i (krn/h) 2.0-3.0 

人 JJ+1111"1転 数(rpm) 540 

虫:x主のイi無と変j車}j法 イlり、ギヤ制lf干え jiii、
初('llj167 (27:20) 198 (25:22) 256 (22:25) 304 (20:27) 

緋うん納1"内ム数(rpm)
オプンヨン153(28: 19) 182 (26:21) 216 (24 :23) 235 (23:24) 279 (21:26) 332 (19:28) 

緋うん Jru{~ りf.tけ }ifj、 フランジタイフ。

椋取爪のやE宵1と本主主
A26GL 20本 A26GL20本 A26GL22本 A26GL24本 A26GL26本

A26GR 20-1< I A26GR 20-1< I A26GR 22本 A26GR24本 A26GR26-1メ
相準爪の外経(cm) 54 
緋;~ ，).~節機械 liijゲージ輪

作業能 'iJ(分/10a) 14.0-21.0 13.3-20.0 112.1-18.2 I 11.1-16.7 10.2-15.3 

-本;111;じは改良のため fづっなく虫:犯することがあります.



-Eヰゴ胸E主主~~，~:Jy~

各部のなまえ

A注意

・梱包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください。

・木枠やダンボールの 「クギ・ハリJなどには十分注

意してください。

守らないと 「クギ・ハリJや木枠でケガをすることが

あります。

国 組立

+L、3LB仕棟

・ミッションケースの 1古IIIOmmポルト 411111:ナット 2

I1川にパヰ11¥イ1::6伽|でJ()(j.jけます。

11 

①ミッシ当ンケース

②スプリングエンド

③チェーンケースカパー

@f!!lJ 似

③延長Il}・l'似
⑥緋うん}r，
⑦ゲジ給

③ロワーヒ ンガイド

⑤人JJ紬

+1 L、2L仕様

⑬述紡ロ ット

⑪マスト

⑫緋)l;~I; tJ /ぜー

⑬ブラ ケット

イi11l}・ド似

⑬安全ヵ，、一

⑬1'1' .<.パオ
。ステー

・ マストとステーを ~l lf.J けます。

lL 
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-ゲージ給はl人'lIf'Jき・外rilJきEちらにも*1l1・j'ltができ

ます。 トラクターの'1<給の後ろになるように、外rilJ

Sに車IL1・j'ltるのが原市てーす。スタレッパーは後{J!ljに

なります。

ゲー ジ輪

図 補助スプリングとパネ受けの組付け

ゲージ給アームの後)iにパヰ受けと ニギリ を)1，締め

して ヒ γ チバイプの支えパイプの IIIJ に~Iì即J スプリン

グを入れて組付けます。

レ'
ムア

、
輪y

，
 

ゲ

， 

連結ロットの組付け

述紡ロットの |ー却をフレームパイプに 11:めピンで11:

め、ローターピンで抜1t ，11:めをします。

-S遁

.ロータリーの 3，1，'，，:リンク袋行システムは、

日農工統一規格[日農工標準3点オー トヒッチJを

採川しています。

• rIH~T件、司~~ 3点オートヒァチJはさらに 4セッ

ト.3セット ・Oセァトと 3級釘lに分かれます。

4セットは 3，l，I，~リ ンク t ジョイントが'"111;\ に n ~}J主主

将でき、 3セットは 3.'.'，i;リンクのみが1'1盛}J装.fiで、

ジョイントはTで付けます。 0七ットはすでにお下

持ちの 4セットシリーズ作業機1:11:川するため、カ

プラ、およびジョイントは棋叩、公印liしていません。

トラクターの準備 I 
A注意

・トラクターの取扱説明書 r3点リンクの規格Jをよ

〈読んでください。守らないと、取付けができなか

ったり、機織の?員傷やケガの原因になります。

ロッド

チェ yク

チェーン

-カプラは「標準3点リンク縦十持」です。 トラ クター

の 3 点リンク b 標準 3l，~ リンクでないと装析ができ

ません。

・特殊3点リンク規怖の場合は、特殊3.1，'，':リンクm卜

ップリンクプラ ケットを外し、 トップリンクを標準

3点リンク用の両ji!ljにターンパックルの1.t¥、た長い

ものにす5えてく t:'さt、。



-作業機の !、がりf4t古川、.lEする場介は、リフトロァド

の1[.刈ーl火{川町をロワーリ ンクのliiifJ!lJの火に移してく

ださ L、。

装着姿勢 l 
A危 険

・ロータリーの装着・取外しをするときは、平らで固

い場所を選び、いつでも危険をさけられる態勢でお

こなってください。守らないと機械が倒れ傷害事故

につながります。

カプラで装.(i-できるように、 ロータリーのう主事与を淵1111

します。

①ゲージ姶の11:めピンf:r~li 

止めヒン (~il1

アームの |から 5得11

アームの |から 3lffll

②後}jへの転倒を防 11するため、 A品ITロγ トをスプリ

ングエンドで1 f;J:.i:: し、均‘II~反ヵ '1!1J カーない ようにしま

す。3主将(11ぇ外し)が終わったら、スプリングエント

は上げて u.ごさい.(均‘|ι-I1.iがフリーで1!IJ(ように)

み

上力、ら 5番目 RILカフラ)¥、 込

~2L、 'L 力フラ ì;-
.. ・

、r

| カブラの準備 | 

.4セットの場介は、ジョイントのダンボール有lに人

って いるサポートプレート t辿*，'，-11'を取付けて〈だ

きt、。

13 

.3セットのt晶子トはイ、史です。

ESカプラ

刊FL; ロードナン" ffll "E H E 日 f{1止
D 5448 303000 サポートプレート 2 。0310 112030 ポルト MI2x30 71 4 
:1) 0931 012000 パ荷、14そ11 W2  4 

-JF i 0410 012001 ナγト ~ 1l 2 4 
5447 103000 i述結ノ'-A

1 カブラの取付け | 

ここでは、 4セットを'1'心に説明します。 4セット と

3セットのi辛いは、ジョイン トがt'I!iiJJ装.(fカ¥下で十i

けるかのi:Jiいです。

A警 告

・カブラの装着・取外しは、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A 注意

・トラクターの取扱説明書 r3点リンクの規絡jをよ

〈読んでください。

・PTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止してカプラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷やケ

ガの原因となります。



囚カプラをトラクターのトップリンク仁、 トラクタ一

仁f・J-IIJIしているトフプリンクピンでJ({f・lけます。

， 
~ 

¥J  

ごぞ

図配布のロワーリンクにj(~f.( けます。

いlf!!lJ七ット t外(J!l(七ットができます。 トラクターの

3点リンク続絡に介わぜてください。

ELカプラ

ELカブラ

) i 

~ 

l人lfJliIセット

JIS 1 

件?一ーし L
‘-、r

内個lセット
JIS 1 

¥ 1 .， 

タ十個lセット
JIS 2 

E帯

14 

国トラクターのillll王レバーを操作し、ロワーリンクを

rJ止f'IfJにします。 トラクターの PTO申kにジョ

イントのJムjlJ!J!l1(大きい}j)をJ({f.1けます。

四ジョイントをサポ トプレ トの I~. に来せます。 ス

テッカー1(liを |ーにして、ジョイントをjJrりなカZらサ

ポートプレートの1;1)欠き部へピンを入れます。

サボ トプレー ト

ム 注意

・手の位置は図のようにし、指をジョイン卜の中に

入れないでください。守らないと指をはさみケガ

をするおそれがあります。
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固ロータリーを装羽するまでは、 トラクターの小心に

イ干わせ/，'，{it~Jて平にやや~(桜れるように、チェック

チェーンでi反り止めをします。

hpu
 

固トップリンクの長さは、ロワーリンクの地 I'.，:':jがド

ぷのとき、カプラが'F'\(， になるように I)~tm します。

EL;/Jプラ 50cm 

+2L仕線

・ 2 点クイックヒッチをJI~1・l け、リンチピンで|司 :iËし

ます。 /ιイiがノド‘l'になるようにロワーリ ンクでJ司節

してくださ L、

2，o!;.?イyクヒyチ

( 装着の順序 I 

A警告

・ロータリーの装着は平らで固い場所を選ぴ、いつで

も危険をさけられる態努でおこなってください。

・トラクターのまわりやロータリーとの問に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・ロータリーの調整をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してください。

・重いロータリーを装着したときは、 トラクターメー

カー純正のバランスウェイ卜を付け、バランス調整

をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ニニでは、 4七ットを'1'心に説明します。 4セットと

3セットのi主いは、ジョイントがIHJJ装おか、下で付

けるヵ・の注いです@

カプラのハンドノレを引き、フックを解除し、 4主将状

18にします。

. EL 

了、

図トラクターをロータリーの小心に合わせ、まっす「

バァクします。

トラクターの1IIIIlをトげて、カプラのトップフック

をロータリーのトップピンの1、へ((，らせます。ト

ラクタ-1:ロータリ ーの'1'心が介うまで最長り返して

く t~' さ t 、 。
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国ゆっくりトラクターのillili:を |げて、 トップフ γク

でトップピンをすくい|げます。

ロータリーのロワーピンガイドがカプラに人ります。

補足

-フックが勺たったり、ンヨイントが入らなt・.t~

イ干l阜、 トラクターのillill:をトげてロータリーを

外し、fJJめからやり uï して(t~.さい。

・ロータリーが;， イIに何IL 、ている tきは、 トラク

ターのイifl!llリフトロッドのL之さを，附E11し、ロ

タリーの何1告にカブラのftiiきを介わせてから禁

J片してくださ L、。

園ハンドノレを1IJ1し、フックで11iJ4:します。

4セットの場介は、ジョイントも 1;;III;i.に人JJ輔のス

プラインに入ります。

固フックがストッパーでl!ll・人にロックされているか、

必ず縦認してください。(ELカプラ)

必
/:1-ス y

lA1下::
A注意

・装着 ・取外しのとき以外は絶対にカブラのハンドル

には手をふれないて・ください。守らないとロータリ

ーカザ十れ、傷害事故につながります。

+2L仕織の場合

囚 7ックのストッパーを解除L、!Ii(りを手[jijに倒しま

す。

E 

y 
ツハー解除
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ん
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トラクター とロ ータリーの中心が令うまで繰り返し

て(1':さい。

圏ゆっ〈り1:il"l [をよげて、 2.'.'.-:クイックヒッチでU

'Htもをすく t、Lけ'ます。

完全に U'(:作に人っているか仰認して、 ~~1 りを後 }j

へ倒 L. フックをストッパーでロァクします。

園トラクターのトップリンクで、 ロータリ ーのマスト

を辿結し、 トップリンクピンで|古14:します。

.1 Lf:士機の場合

トラクターの 3点リンクにロータリ ーを七ットし

ます。

① ー1'.，;，で11;ll、とこみにロータリーを;~，:き、 'i I.C・を

合せてトラクターをゆっくりパックさせtす.

② トラクターのんロワー リンクを.ロータリーの

)dWIのアームに、 H!tJiの 1Lピンでj曲してJI{付け

い14:します。

③ .(iロワーリンクを、イil!!IJのアームに、レベリン

グハンドルでリフトロ γ ドの 1~ ちを，J，~~if して、 l 

Lピンをj曲してJI{j.1けます。

④ トァプリンクのj毛さを介せて、ロータリーのマ

ストにトップリンクでJI>(付けます。
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-E豆沼田空際言!??E・
囚はじめてトラクターへ装ねするときは、 rl1i1'.lf J 

11.¥にトラクタ-1:ロ ータリーが，"つからないように、

11" 11'をゆっくり上げながら目立認します@特にキャピ

ンH ~ トラクターの場介は、 1~1 (l iのガラスを突き |

げなレように H:lJ: してく t~.;:. l、。

図トラクターのなかには、スイッチで rlaUrJまで

I'i1iJJHIする機純があります。作業機が勢t、よく l'

がるため、 10cm以 上HlJ隔を1111け、 1.げ机市1Jをして〈

fごさい。

国トップリンクやロワーリンクのI何十火j;(I町、および

リフト ロ ッドやトップリンクの J~ さを変えたrjij令に

は、 J桝告をやり I l'f して(f~'さ L 、 。

A 注意

・トラクターの取扱説明書 r3点リン夕、および油圧

関係Jをよ く読んでください。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

園リフトロッドのI毛ちを調節して、ロ ータリ ーのJ，:";{i

をノド、lιにJ司EIIして〈だき L、。

| ジョイントの取付け | 

A 注意

・PTOクラッチを切り、 トラクターのエンジンを必

ず停止させ、ジョイン卜の取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

長さの確認

.4S/4L仕機

・ここでは、 4セットを小心にほJljJします。

4 セットと 3 セットのi韮いは、ジョイントが i'l 1VJ~主

将か、下でf.tけるかのi主いです。

・ジョイントのl毛色は、装.{fするトラクターの明式に

より !Rなります。ごii文11.¥にトラクターの別式をJljJ

IJ; Lていたt.:りれば、それに介ったものが付丸、てき

ます。 型式がィ、JljJの場合は続可t、の 1~ さの物を付けて

います。
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※1正すぎるジョイントを4主将すると、 トラクターのP

TO相hか作業機の人Mlhを突 き、自主打iさせます。 ~'， i

いとジョイントとのかみイ}t 、ヵ t~、な〈、ジョイント

カ'(vJi打iします。

次のMl、で長さの@，認をして〈九'さいn

(1) 3 .'，'..:リンクにカプラをJlj(f.jけ、4主将のうE勢にトップ

リンクのLえさをイトわせます。

(2)illlll:をいっ!J:'いにドげ、ジョイントをセットします。

(3)ジョイン トを兄ながら、illl圧を少しずつ ur、ノド‘l'

になっt:!叶て、'1<いていないか伺認します。:突いて

いる場介は、長い分を切るか、 ~'/L 、もの t 交J換しま

す。

(4)iIIIIEをトー卜して、ジョイントの「カ J~.ースキ'7 J ヵf

ドぷの範I!~ ト人l にあるか調べます。

※スキマが大き Ttfるtジョイントの4創立がィ、)i.しま

す。1企レもの t交換して <t.:~ t、。

最縮全長 吋

明州
側

ー..j 1<-力ノ〈ースキマ

何町i ジョイント 別式 la桜;1:1< カパースキマ ロータリー
Imm) 

22{-岡田1)21 
明式

4 sRCV-2752 750 LXR 
セ

2802 800 22-171 4 L 

ユ、トノノ
2852 850 22-221 

ヨ

f 2902 900 22-271 
ント

Z952 950 22-321 

11ム" B R C Vー760 760 。-170 LXR 
y 

3 809 。-220 3 L 

ンイト 4 909 0-320 

a4ン止6i 
s R-2 714 0-200 LX R 

3 814 。-300 3 L日

ヨ 2 L 
イ 4 914 。-400 1 L 

。 1014 。-500

+3L/2L/l L/3LB仕様

・ここ では、 3セットと 2Pヒッチを小心に説明しま

す。

3セ ットと 4七ットのi主いは、ジョイントを干でf.j

けるか、1'1~JJ装.{i' かの泣いです。

・ジョイントの長さは、装.(i'するトラクターの咋!式仁

より目:なり式す。 こ‘iI文IISにトラクタ のPEJ式を191

7J~L 、た t:'ければ、それに介ったものがHt、ていきま

す。 明式がィ、191 の.t~~令はt::i ij" の j毛色の物~f.jりてい

ます。

※ 1~すぎるジョイントを装ぷーすると、 トラクターのP

TO柄hか作業機の人JJMI~突昔 、政HJiさせます。

※~'，( t 、tジョイントのかみイN、が少なく、ジョイント

が自主WLます。

次のJii去で1之さの他認をして<1:'さL、。

(j)ロータリーをゆっ くり lトL、 トラクターの PTO

判11:ロータリーの人Mlhが1，;1じItitうになったところ

で，，1111をロ γクしエンジンをiIめます。

(2)PTO和hへy ョイントをJlj(f.jけます。

(3)ジョ イン卜をいっぱいに紛め、ショイントの先端と

ロータリーの人JJ軸tの]l¥Jに、 1 cml:ど1:日隔があれ

liそのまま使川できます。IIIWI唱がな l， i~1tI1 、 l~t ' 

分を切|析します。

P T 0軸側 入力軸側

酬
明 地F



(4 )illll 1:を 1..1、して、ジョイントの「カバーのかみ介ぃ」

が8cm以 上あるかぷ!べます。

「カバーのかみイい、」が少ないと強度がィ、Jιします。

iれ、むの t交換して(t.ごさい。

柵 TAJ1デベ {1酔
かみ合い

図ジョイン卜の切断方法

(J)1い、分だけプラスチ

y夕方"ーをオス ・

メス1，lij)パ1IりJI，りま

す。

(2)切りJfえったプラスチ

ックカパーと I，;JじJ-i;

さを、シャフトの先

端からJIります。

(3)シャ フトをI::J速カ γ

ターか令ノコでオ

ス ・メスrJOj}j"切断し

ます。

(4)一切り 11をヤスリでなめらかに1Uげ、グリスを塗り

オス ・メスを剥l介わせます。

国 取付方法

(1)ジョイン トのロックピンを11JIしなカずら、 PTO事h、

および入MIItへNi人し、 ロックピンを相11の消で止め

ます。

ハン?ーなどでジ

ョイントをたたき、

強引に人れないで

くt:'さい。
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ロックピンの以が

1 cmn 1-.11'，ていれ

ば白保'人にロックさ

れています。

[宝
3セットの場合は、「?t一通!ム111ジョイント」をJ{，1・l

けます。(2 L /l L / 3 L s li i':勺曲ジョイント)

必ず丘、1'1fJ!IJをトラクターのPTO軌ヘセットして〈

ださ t、
作業機入力制 トラクターPTO華由

/lJ叶

人MIItカパfーは、タトさな〈ても、ジョイント IHJけ

られます。 JIJ(1-!け、 点検するときは、 ドI><JのRピン

を抜き、 1".に一上げます。

(2)ジョイントカパ‘ー

のチェーンを、 ト

ラクターの~)]かな

い.tb~所につなき'ま

す。ilhl仁を 七1;し

ても ，;Iっ『長られな

いようにたるみを

持たせます。



&危険

・取外したトラクターのPTO軸カバー、入力輸カバ

ーをもとどおりに取付けてください。守らないと巻

き込まれて傷害事故の原因になります。

-sョ，丞温~1~1樹E司・

A 著書 告

・ロータリ ーの取外しは平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなって ください。

・トラクターのまわりやロータリーとの問に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へも ぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム 注意

・PTO変速レバーを 「中立jの位置にして、取外し

てください。守らないと傷害事故につながります。

ロータリーのゲージ倫を調節し、袋.{ill，¥と liilじ王監勢

にします。

園カブラのストッパーを解除し、レパーをづい、て、ロ

yクを解除Lます.

固ロータリーをゆっくり ドげます。カプラのロワーフ

ックが抜け、 トップピンからトップフックが外れた

のを件犯して力'ら、ゆっ〈りトラクターをIjijj:止させ

ます。

外れない場介I;t.， トラクターとロータリーのNイiの
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傾斜が合っていないか、 トラクターがまっす (-liij進

していないかのどちらかです.f，~f認、してやり直して

くfごさい。

+2L仕様

田ジョイントを、 J/~Hけと逆の~似て'以外します。

国ゲージ輸の{!l:;nを3主将のtきと 1，;)じにします。(ア

ームの トーから 3帯11、ホルダーの L火です)

園ストッパーを解除し、 Ik'.りを乎liijに倒します。

illlJEをドげるしそのまま 2，1，1，-:ヒッチが外れます。

+lL仕様

J/(外Lは、 3主.fi-i，逆の町iIicでおこないます。



| トラクターとの調整 | 

A警告

・ロータリーの調整をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

L、。

-トラクターのまわりやロータリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

振れ止め調節

トラクターを小心(PTOtlhlとロータリ の中心

(人Mllilを-1，'1線に介わせ、チェ yクチェーンを必

ります。 イ 1の~い 'lt~jでは、ややゆるく必ってくだ

さ丸、。

図 前後角度調節

作業状態で、人JJ+jhが水、ドになるように、トップリ

ンクの!{:さを.J，I，1iTr'jします。

園 水平の調整

ロータリーのlr'イ』がノドードになるように、 トラクター

のレベリングハンドルを1"1して、イiリフトロッドの

1，);さ を;;1~i!ìiします.
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ゲージ輸の幅調節

ゲージ輪ホルダーをI1・めているボルト ・ナットをゆ

るめ、 トラクターのタイヤの後ろに合わせてスライ

ドさせます。

-I a -;.I~~ ，1:函yJH'>>J・
A警 告

・トラクターにロータリーカ刊すいていると後ろが長〈

なり、横幅も広くなります。周囲の人や物に注意し

て旋回してください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

L 、。

-急な登り坂で前輪カ号事きょがると、ハンドル燥作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメーカー

純正のバランスウェイ卜を付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない干皇室にロータリーを下げ、重心

を低くしてください。使用するアユミ板は、強度・

長さ・幅が十分あり、すべり止めのある物を選んで

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム 注意

・トラクターにロータリーを装着して公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反j

となり、事故を引き起こす原因になります。



回移動のときは、 ロータリーをいっぱいに lげ、illlll:

ストップパノレフ'を〉工全に rl~j め j 、 ドがるのを防F

ます。

ロータリーがII:;(iに振れないように.チェックチェ

ーンを似り、ロックナットを締めてく t:'さt、。

園は場への1'1'.人りはl立1'1仁、ゆっくりIi'J進でおこなっ

てく fごさい。

園小型iH也 ・ :巴lIi'rを歩行する l~j令は均'11似を 11; 1定します。

スプリングエンドをいっぱいに ドげ、パ4、を強めI句

、jI fl~の肋きをJ!:めてく t:'さい。

図ロータリーの地 1'.;:~古河、込する場介は、 トップリン

クを布'(1め、 I也 I'i:j を U在f~ して(t.ごさい。

A 注意

・トップ リンクの調節をするときは、ロータリーを下

げ、エンジンを停止 してからお二なってください。

守らないと、傷害事故につながります。
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上手な作業のしかた l 
作業速度と回転車度

トラクターの作業述度とロ ータリーの1"1転iliJ正IMII

|到関係にあります。 Fld.'めやすに作業11(!(Jやり也

粂1'1'に令わせて選択してく t:'きい。

1"1 
転
述
liE 

(rpm) 

↑300 
述
L、250

li 200 

L、150

③ 

⑨ 

1.0 

⑦ ⑤ ⑥ 

③ ④ 

② ① 

2.0 3.0 4.0 

←j!正ぃトラクター11・1佐i主!主 (km/h)iliい

①ノド111の旋起し作業はIMI"I"I転数をー需j!正くし、作業

i車l正を 2-3 km/hにします。

②(t{':iの大き t、弘中山 1:)也て‘は作業速度むj!正(Lます。

③品lii!lt.l立が，:':j( I制むきやすい状態では、 If'+IIII"1申t‘を

i主的にし作業i主肢をj!正(Lます。

④却IIJ也の的 1:(1工業l阜、 J爪f， f.和刺制帆~I鼎刷11川11"岬t

⑤t制紺制11川11(1仲干 | 緋なら爪担制軌州11川111'リ凶lドい川"川'1陥申恥Iム、を 3ふ、 4 再得干Hと述〈 します。

⑥プラウ緋、スキ1iJf1i'ff，では作業速度も速くできます。

⑦転作水川の仲 |作業I.t.、 IMillI"l'ムをili(、作業jllil，it

をi!:t(して、ていねL、にfJfします。

③ 1'.1也が1/;1(ダヅシング Lやすい)'，庁では爪判11"版、をili

めに、速度をfl( Lてin佐をおこないます。

⑨イiの.tぃ11..t))jではm判11""ムi車l主、作業iliJ主と bに雌

( Lてf史111くた'さ L、。

A警 告

・ロータリーの調節をするときは、 トラクターの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを 「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

L、。

-トラクターのまわりやロータ リーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・ロータリ の下へも ぐった』人足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。



図耕うん軸回転の変速

(1)緋うん事Iiの1"1.';数は変述ギアの交換でおこないます。

際司自制l込みで4段附の変速ができ、 オプy ョン ()J'J 

先り)ギアで、 6f止附の変速ができます。

ギア組合せ 爪軸1"1転数rj式 変速
A 変述納 B 入h軸 (540rpmll年)

27 20 167rpm 

t:! 25 22 198rpm 

1¥'; 22 25 256rpm 

20 27 304rpm 

LXR 28 19 153rpm 

オ 26 21 182rpm 
7 24 23 216rpm 
み〆

ヨ 23 24 235rpm 
ン

21 26 279rpm 

19 28 332rpm 

(2)ミッ y ョンケースのキャッチクリップを外して、

ァションケースをIIfJきます。

'1'の変iliギアを入れ行えて変速をします。

※火』典したギアは必ずミッションケースカノずーにセツ

トしてカバーを閉じて(t:~い。
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国 作業深さの調節

ゲージ給止めピンを'JIき，'.1'.し、 ゲージ給アームを l

ドして調挫します。ホルダーには 1'，ド 2 ケ 1~庁の JJ め

ピンi'，カZあります。1>11のように U'HI'を1瓦事正させま

すと 1，5cmJi¥l隔で調節ができます。

ア ム

ホルダー

止めピン

J.:右のゲージ輪は!日l一火にセットして(t~>~ l、。

トラクタ-illlll:は、 ポジションコントロールをf史い

ます。

園 均平板の調節

均平板の t卜、および判l'ぇパオ、の調節は、砕1:1'1:能、

仁の反転性能、 '&1師の11上がりに大き〈世主将します。

述結ロットの Lのスプリングエンドをスライドさせ

調節します。

(1ト 般耕うん

スプリングエンドを上げてH'ぇパヰをフリーにし、

t5)平恨の重品t~>けでぶl而をH' えます。

(2淵IIJ也の昨t

スプリングエンドを |、げてH'ぇバネをきかせ、バヰ

のJJて、ぷ1(ljをf'l'えます。

(3)イiの多ャIltJ)jや粘i:，1.I1Iでlム fll'えノサ、をフリーにし、

ローターピンをドから 2-7 併H の穴に~してI主) '1ε 

似を &1而から jj. 1J'せ、 t~J' IL似のfJlmゃ u官l りを少な



くしてもJ:!jllしてく t:'きL、。

(4 )~HL*'iのはねJ二 If

ロータリーの爪交換などのメンテナンス作業l均一にt!1

'1"似をはね上げて1"1'日jにロ γクするニとができます。

① スプリングエンドを-ilI'lの穴住iEまで 卜げてお

きます。

② 2ヶ所のストッノマーピンのレバーのトのボタンを

1111 Lレバーをロックの位世にセットします@

③Iさ1・l'似を持ち|げると、スト アパーピンで1'1~JIに

ロックします。

④rlJ平板をおろすl埼は、 2ヶJ叶のストッパーピンの

レパーの lのボタンをjlllし、レバーを解除の位tu:

にセッ トします。r!I"I"板を少し持ち ーiニげるとスト

ッバーピンのピンが向!DJIにjj，:りてから均斗Z板をゆ

っくり おろしてく Tごさい。

A注意

・作業・移動時には、スト ッパーピンを使用しないて'

ください。
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国 延長均平板の操作

畑地な Eて継"をならす延長足J平仮は、次の~.傾で

ttH十Lます。

A注意

・延長均平板は、本書のとおりに操作してください。

守らないと、手をはさみケガの原因になります。

01&から凡て左側の延長均平板l立、 右手で操作します。

01主から比て右側の延長均千板は、 左手て‘傑作します。

園傾斜地での作業

傾斜地では1:.卜方向lに作業します。 トラクターがidL

きれず、 11'-1'(がやりやすく什 lりがきれレです。や

むをえず、械傾斜で作業するときは、 トラクターの

流れをII}j(.，ため、 Lの1iから作業してください。



③ 

⑮ 

作業方法 I 

田 耕うん方法

(I)綻1"1J IJの枕J也を 3行私'分取ります。1，IijfJ!lJにb枕地t

同じ帆を伐し、①から作業を!lfiめます。

(2だ沼泡洛鴻〉は隣J奮を行復作業します。

(枕地と周じ幅)
(枕地3行程介)

⑤ 
旦ニキ
④一一

トー③

一一一一一 ① 
重二事

(枕1也)
(枕地と同じ幅)

(3)枕地のl人HJ!問、そして@迩過 を!日lり作業します。

(4)アゼMq災孤玄⑪を1"1ります。

プラケット fJ!lJ をア七:"~~tにして、伐緋を少な〈し作業

して〈だ「さ L、。

( 5}lti後に伐った@だ託契Bを 1"1 り、 il!品から n l• ます。

⑬ 

⑬ 

@-十

十
⑪ 

③⑬  ⑬ 

千ー⑥ 同『

⑬ 
円子 ⑫ 
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! 作業時の注憲 I 

A警 告

・作業中は、 トラクターとロータリーのまわりに人を

近づけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付き

を外してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 トラクター速度を遅くし、大きく回ってくださ

・ロータリーの調整をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

.7七、際での作業1;1.、アセ、にロータリーをぶつけない

ように低迷で、余絡をもって是正転してく t~'さ L 、 。

. fj<~が終わりましたら、 lニやコ舟ミをほ場内できれL、

に議とし、道路には泌ときないで〈ださい。

・使JIJ"'ロータリーに災状が5e'l'した旬、すぐにエン

ジンを止め点検をして〈だ色 L、。 そのまま使JTIL続

けますと、{也の部分にも担Hi)jがひろがるおそれがあ

ります。

| 緋うん爪について | 

A警 告

・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選ぴ、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを 「中立Jの位

置にして、エンジンを停止してください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧ストップパ

ルプを完全に 「閉めJてロックし、さらにロータリ

ーの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

ロータリ ーの爪の交僚は、 -J~ に全部外 してしまうと

配列を間違えやすくな りま す。 l本ずつ外して、同じ

ものをJI~fサげてく t~.~ l、。
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ロータリーの爪の種類と本数

爪には L爪 ・RJKの2純矧があります。爪の釦l印で

111X'Iして(t~.~ (、。

フランジタイプ

安 司 A26GL A26GR イ干 ，11 

LXR1908 20 20 40 

" 2008 20 20 40 

" 2208 22 22 44 

" 2408 24 24 48 
r-

" 2608 26 26 52 

園配列方法

M爪タイプ
句R

形式 ¥¥五l¥l自l M5GL ~15GR A 汁

LXI<1 908~ 1 27 27 54 

" 2008M 27 27 54 

，， 220os8bhI I 30 30 60 

11 24 33 33 66 

" 2608M 1 36 36 72 

" 2808~1 39 39 78 

フランジタイプ

①一帯)，'1J!l1のフランジには、.j;JIうん申llii'iIめている

ボルト以外仁、 2本の爪を1(，f.Iける火が 4ヶ刈あ

ります。 フランジのん I(，jにメ正午H斗ナットと RJrd:，

f，lけ、フラン ジのイilfliからボルト ・バヰ州全を人

れて締めf・lけます。

②配列「バl を参!!(~ L、法相になる R爪をフランジへJifii

にJ(正十l'11ます。1(，付けるフランジ1('1をI::li主わない

ようにしてくださ(. 0 ボルトは爪fJ刊から人れ、フ

ランジfJ!lIでナ γ トで締めj.Jけます。txlでわかるよ

うに爪の配列は11，の彩になりますa

③ l 枚のフランジには、 R 爪 ~ L爪が、 21:ずつ交

1 1 に、 4 本J(~f.Iけます。J川町('11るフラン ジのI(，iは

la rJJにf・lけた RJr，と 1，;1じI(，jにLJKをJ(，1・lけます。

つぎにHfIる RJr，はl，HjJ(二十lけたフランジ1(liとJJi.

).tのI(，iに取付け、 10;1じ1MにL爪i'1・lけます。

包〉一得イz側のフランジへはLJr，を 2-1>二、フランジの

イ1のl両lにJ(，j.Jります。 ここはボルトリサ、w全を

フランジfJ!i1ヵ・ら人れ爪fJ!lIでイI特殊ナットで締めj.J

げます。

各フランジ爪組み付け図

A図 B図

iU (，.1ヌ|はチェーンケースfJI'lより見たl刈で、法司litな

る爪(斜線)のi.'( i ~( を示しています。

小火を "印に、爪がH( 1(liに注意して*Ilみj.Jけます。

R Jr，xはLJr， c'うしは1801.止ムI局、に長IIみf・iけます。

組み付け手順

1)んサイド-liサイドの剥lみj.Jけは、それぞれAIヌ|、

DI:刈のようになります。

c図 D図

2)1勾fWIのフランジには ロータリー111によ って 卜ぷの

ように組み付けます。

& 

J(<H Ji法 1700

s(';<I 12-5 

CI司 6-9

Aa
一
側
一
日



M爪タイプ

各フランジ爪組み付け図 (MXR08M、LXR08M)

A図 日図 c図

iU Uヌ|はチェーンケース制IJより >U:I刈で、 JレI'i1:な

る爪(斜線)の伏;~I: をぷ L ています。

国 爪の交倹

I井うんl[i.は''''粍Lますと、 |の反転性能平仲 1性能

に大き<:j~~'H~ します。 伐りが下分以下になったら火

換して〈だき L、。

.ロータリーのJr，を交換するときは、均ー|寸kをはね l

げた状態で1jないます。

( 1'. Tな11';院のしカ目た 圃均・l'似のJ司uii(4併)'1寸担の

はね|げを参!!日してください。)
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組み付け手順

1)んこサイドイiサイドの品1Iみ十lけは、それぞれAI><I、

CIXIのようになり tす。

2) I人JfJ!lIのフランジは、 IJ，i¥:..を)，H"に全部sI><Iの絞な

mみf.Iけとなります。

3) * ~11の爪は件サイドフランジの l川 IJ!lWIみ 1.J けとな

ります。

u<の fdru.:!チェーンケースfJ~かり敬えたフラン ジの f寄りです)

-EE主乱:~昌司法~~:l~，_

J長くおI¥I!t叫、ただくためには、 11'，;(;の 1~':f)，\:F/!.が大切

です。

A警 告

・点検・整備をするときは、交通の籾魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らで固い場所で、 トラクターの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、 トラクターの駐車プレー

キをかけ、 PTO変速レバーを 「中立Jの位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・ロータリーの落下を防止するため、油圧ストップパ

ルプを完全に f閉めJてロ ックし、さらにロータリ

ーの下へ台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

A 注意

・点検、整備をするときは、内側のステンレス板の端

部等に十分注意しておこなってください。守らない

と傷害事故の原因になります。

耐久tt'" ll~' し、総動企;)J't.;を|一げるためには、 II '，:i{;の保

守)'¥:J11lが大切です。

・作業終 n主i阜、よ〈水洗いして水分をふきとって〈

た.2うい。



回 ボルト・ナッ トのゆるみ点検

ロータリーは、振動の激Ll寸昔話4です。使JlJlI.Yごと

に科書11のポノレト ・ナット‘特に爪取j.J';j;'ノレトをjf.1締

めしてく t~' さ L 、 。 tJrllr~1の場合は、 使Jl J 211，Y.JliJi主に必

ず明締めをしてくださ L、

図 ジョイン卜の申白血

.入力車Ihとジョイントのスプライン古11にはグリスを槍

り、サピないようにします。絡納するときは、人JJ

+lh にキャップをかぶせて (t~'さ L 、 。

特に 4セットジョイントの場介は、スプラインをm
似します L2主将不能になります。ゴミやi1tなどが

付羽 Lt:: iJ)j令は必ずJ、き J!~って (t~' さ t 、 。

グリスニップノレ

使JTJI時ごとにグリスア ップをする。

@ジョイントスプライン部

シーズンf&にグりスをl主る。

@シャフト

シーズン1&(こグリスを喰る。

⑫ ロックピン

シーズ!ンf主にitilliする。
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(2)オイル交換

工場n'，荷時には給油してありますので¥ 第 1111111の

交換まではそのまま使用してください。

LXR08 

潤滑油 ilhilI 交換 II~. 1i:J 
給 illl 例 同t

の種宵l (e) 1 1"111 21"111以降

ミッションケース
ギアオイル

2.8 30時間後 250ILyU¥J1，j: 
書90

チェーンケース 11 1.7 11 11 

プラケット{!!II軸受剖l クe リス 適llr 11 11 

クロス ジョイント グリス
ジョイント向日およびスラ

イド剖H史1111証11年

【 地球にやさしく 】
f!J:!川済みのオイルをむやみに伶てると環境汚染になり

ます。

・オイノレをtJI'IJ'，する tきは、必ず容誌に受けてく fごさ

い。I也l市へのたれ流しゃ川への雌棄は絶大Jにしない

で (t~'さい。

• Jiiilll . 作手~(コソ、 i'fl í "111• な左を1~iてる t きは、おJ~ ぃ求

めの販売1.5に こ‘相IJ提〈だき L、。

@ (1)ミッションケース

⑥ | ドレーンプラグを外してオイルをJJI'，'I'，します。 ミッ

(広角ジョイント〕

園 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェーンケースを寝泊ーに Lてオイルのl止を.，.1，(験し て

く t~'~ l、。小Jiの場合はギアオイノレ語90を補給して

く t~'~ l、。

① ミッションケース

オイノレゲージの五11み線の1:¥1

②チェーンケース

検illlllプラグifliまで

ションケースのiJ.ilJIIIより新しいオイルを規定iii、

品雪illJして(t.ごさい。



(2)チェーンケース

チェーンケースカバーのドレーンプラグを外してオ

イノレを1!H1'，します。 上のuゴ11 111 から脱定f止を t~ilh し

てく fごさい。

。
(3)ブラケット申h受書11

プラケァトカード tプラケットカバーを外してく fご

さ丸、ベアリング部にJ川、グリスを)1/1L 1/'，すよう に、

新しレグリスをi主入します。

叫ゐ
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四 消耗部品の交換

(1)チェーンケースガードの交換

チェーンケースガードはチェーンケースをfhL議して

います。交換がj!量れるとチェーンケースを)11)りオイ

ルがもれ、チェーンやスプロケット、ベアリンクが

打H~ します。 定JUJ(I(Jに点

チェーンケースガード

(2)ブラケットガー ドの交換

プラケットカ、ー ドは;(i緋うん制hカバーを{Ii浸してい

ます。 スリ減りま Lたらポノレトを外し交換Lてくだ

さL、。

ブラケ yトガ ド



A警 告

・格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選ん

でください。

・ロータリーの格納姿勢は、「トラクターへの装着・

取外しの姿勢jにし、前後への転倒防止をしてくだ

さい。

・連絡パイプの所定の位置でロータービンを止め、均

平板を固定し後ろへの転倒を防いでください。

・カブラはロータリーから外して、地面に置いてくだ

さし、。

・ジョイン卜はロータリーから外して、地面に置いて

ください。

・格納庫には子供を近づけないでください。

守らないとロータリーが転倒し傷害事故や機械の損傷

につながります。

.i全装のできない、人JJ+.lh・ジョイントのスプライン

には必ずサピ11めのためにグリスを喰って〈た'さ t、。

30 
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l アタッチメント一覧表(オプション) I 

こ のロータリーには、次のアタッチメント ()JIわりがとりそろえてあります。 こ..~:守lに l心、じてご注文お脱出仁、殺します。

分額 ロ「ロ1 名 型 式 Jlj 途 2~8 ~8 ~ 2側
l畦リッチャー RIA 悌}醇畝立 O O o 
3畦リッチャー R3A 丸1fj畝立 O O O O O 

畝 」一

4畦リッチャー R4 A " O O O O O 
立

片 td 土 :m I<ss 側方畝盛 O O O O O 
1持

ーサ一イドディス一ク寸 l'¥SD m深噌大 O O O O O 
I期

片 t脅よ r梓 銅 機 I<MA  側)J湖jfijり O O O O O 

サイドリッチャー I<sF 畝立、片t古上 O O O O O 

平 畦マルチ MFA-J-I 野菜全般用 O O O O O 
』一一一一一一

マ 高田珪マルチ MFAーT トマト、タバコ‘他 O O O O O 

)~ 平高畦マルチ MFA-IIT スイ力、メロ ン、他 O O O O O 
一

チ
汎周平悶マルチ MMA-3 スんイlm力、メロン、ほうれ

、f也 O O O 

平高広巾マルチ IMMs スイカ、メロン‘ {山 O O O 

際戦製シーダー U-SJ-IA 大変、小去、稲 O O O O O 
胞

ト
けん引型シーダー MDR 大豆、小豆、コーン、J;:. O O O O O 

肥
O O O O O " TPJ-I 野菜各樋

帰

種 " MRX 施肥t爾種問問 O O O O O 

ロータリーソワー RS m~m薬剤f控布 O O O O O 

そ プ ラ ウ 爪 PsA 上容せ O O O O O 
の
{山 鎖 IEローラー |己l時鎖j王 O O O O O 

A警 告 重量バランスの調節

・重いアタッチメン卜を装着したときは、トラクターメーカー純正のバランスウェイ卜を付けてください。前輪が浮

き上がりハンドル操作ができなくなりとても危険です。

守らないと、傷害事故につながります。
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点検整備チェックリスト I 

H年 IUJ Jii 11 

① ミッションケースのオイ片山倹

新品 f止JlJ始時

②チェンケースのオイル山検

wr品 f史fIJ 2時 UIJ ポノレト、ナットの1"¥Y:締め

① ミッンヨンケースのオイル交換

新品{山)1)30時 II¥J ②チェンケ スのオイル交換

③プラケ γ ト軸受剖iのグリスアァプ

①緋う A爪のJIJ(j.tボルト明締め

② ミツンヨンケー スのオイル : I ~:点検

使 ITJ liij ③ チェンケースのオイノレ抗、オイノレむれ点検

@ ジョイントのグリスニップノレヘグリスアップ

③地[(11から lげて1"".ムさせ 兇 !\V J'l~状のチェック

① きl'lt、にi-ftJ(1卜して水分ふさ tり

②ボルト、ナット、ピン賀1のゆるみ、脱部チェック

③緋うん爪、ガード咋のl¥'!tE、 111れチェアク

1出 JlJ 後 ④入JJ車[11へグリスを，j'.tる

⑤ ジョイント、スプライン前iへグリスを喰る

⑥ ジョイント.ロックピンへ什ヨ[I[

⑦品i}J<古11分へil'.i[1!

① ミァンョンケ スのオイル交換、オイル bれチェック

②チエンケースのオイノレ交換、オイルもれチェ γク

シ ーズ ン終了後 ③プラケァ卜 +d[受却のグリス交換

④ジョ イン卜のンヤフトヘグリスを喰る

@無喰袋i11iヘサピiIめ

⑥m粍部品lまVめに交侠
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| 異状と処置一覧表 I 

す(，に ~i~l: をして(t~'さ L 、。
「一

~Ii ~k l叫 処 il': 
ト一一

材交ベアリンク'の兇状 ベアリング失挽
~ I'~I の ie 

爪JI，j.Jポノレトのゆるみ ポノレト締f.I
ト一一一

緋うん仙の1111がり 1iJIう A軸交換
晶i ~IJ の ie 

桃フん爪の円~9rJl IIJ追い ，r\~cfrJ のチェアク

チェーンの切れ チェーノ交換
制lカ 1"1 " 品:

L、 1
駅長II+lhの切れ 期1M和h交換

ト一一一一
オ イ Jレ も 土」ウォーターンールの州 ウォーターシール火挽

伐桃がで き る 桃うんJf，のJ争H，tfれ 初うん爪交換

円一帯り カ1 す る 桃うん爪の円以1)1m;品い 爪配者rJのチェ yク
ー

チエンタイトナーの破m タイトナー交換
~~ t h t の

スプロケ γ トの，11{1，) スプロケット交換

カハーハ yキンの切れ バ γキン父娘
オ イ Jレ L 

il l | チェンケースカ，ミー締f.Iボルトの叩るみ ボルト榊姉崎

熱 の 1E ~ オイル川 オイル補給

ベアリングの兇状 ベアリング父換

児 t、、， の ~ê ギアの1ilf括 ギア交換

ベベノレギアのカミ {'n'ィ、n シムで，刈税

人 }J軸オイルンールの兇状 オイルンール父挽

ハァキンの切れ ハッキン米検
オ イ ，レ も 11 

ロァクタイトの劣化 ロ γクタイト喰り 11'(L 

締Hポルトのゆるみ ポノレトJ('I締め

!:~ の オイ Jレ:1¥:ィ、jι オイ Jレllli給

オイル~状減少 唱え品，11+111オイル y ーノレ出:状 オイルシール交換

見: I'~l の ie グリス lliィ、;ι グリス i'>7 

ジョイント折れ111カ旬、iJltI;JJ liij後1111主資勢の刷物
ン。， ヨ イ ン ト目l} り

ロータリーの 1"，げすぎ リフト :.tの脱出rJ

た tョ む 『 シャフトのカミ{}~、恥iィ、1{ I 1い，bのt交換

スフライ ン却のれ | ロックピン tヨークの巾 | 寸代交換

lヰ{止川せず、i車川'1'あるいは佐川 f~の点検IIS にドよの j~1状が先生した場令は、

吊;{，'( 

中件

チ
ェ
ン
ケ
ー
ス

flh 

， 

ス

ジ

ョ
イ
ン
ト

A 

シ〆

ヨ

-' 

ケ

フ

. 



後3山 本朱 式 ~ '. ~i 
本 社。〒386-0497長野県小県郡丸子町塩川 5155~ (02臼)42-75∞ FAX (02ω)42-7556

物流センター 干386-0497長野県小県郡丸子町温川 2949~(O2ω)36-4111 FAX(02伺)36-3335
北海道営業所。〒068-0111北海道空知郡栗沢町字由良 194-5宮 (0126)45-4α)()FAX(0126)45-4516 
細川出張所〒079-8431北海道旭川 市承山町8丁目 32 ~(o166)46-2犯5 FAX(0166)46-2日1
待広出張所〒082-印刷北海直珂i!il芽室町軍事室北1118量19(軍3工草固~l ~(O 155) 62-5370 FAX(0155l62-5373 
東北営業所。〒989-6228富滅県古川市清水3丁目石田24番11~ (0229) 26-5651 FAX(0229l26-5655 
関東営業所'〒329-4411栃木県下都賀郡大平町檎緩みずほ5-3~(O282)45-1226 FAX(0282)44-∞50 
長野営業所〒386-0497長野県小県郡丸子町庖川 2949 ~ (0268) 35-0323 FAX(0268)36-3335 
岡山営業所〒708-1104岡山県津山市績部 1764-2 ~(0868) 29-1180 FAX(0868)29-1325 
九州営業所〒869-0416熊本県宇土市松山町 11 34 -1 0 ~(0964) 24-5777 FAX(0964)22-6775 
南九州出張所。〒885-∞74宮崎県都減市甲斐元町 3389-1~ω986) 24-6412 FAX(ω86)25-7044 
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